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日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造 (
1
)
 
問
題
の
所
在
一
問
題
の
所
在
二
即
身
成
仏
思
想
三
霊
山
往
詣
思
想
四
む
す
び
に
か
え
て
1
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
日
蓮
が
描
く
救
済
の
世
界
を
垣
間
見
よ
う
と
す
る
時
、
矛
盾
す
る
か
に
見
え
る
二
つ
の
要
素
が
併
存
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
二
つ
の
要
素
と
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
く
ま
で
も
こ
の
娑
婆
世
界
に
浄
土
を
実
現
せ
ん
と
す
る
「
立
正
安
国
」
の
思
想
で
あ
り
、
或
い
は
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
現
身
の
ま
ま
に
成
仏
を
果
た
さ
ん
と
す
る
「
即
身
成
仏
」
の
思
想
で
あ
る
。
即
ち
、
現
実
の
直
中
に
救
済
を
実
現
せ
ん
と
す
る
現
実
重
視
の
救
済
観
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
他
界
表
象
的
な
「
霊
山
浄
土
」
を
客
観
的
に
定
立
し
、
死
後
に
お
け
る
そ
こ
へ
の
「
往
詣
」
を
説
ー
即
身
成
仏
と
霊
山
往
詣
H
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
―
つ
は
、
「
娑
婆
即
寂
光
」
の
思
想
に
基
づ
き
、
あ
間
宮
啓
壬
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
本
題
に
入
っ
て
い
く
。
往
詣
」
と
い
う
、
く
い
わ
ゆ
る
「
霊
山
往
詣
」
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
死
後
の
世
界
に
救
済
の
場
を
予
想
す
る
来
世
的
な
救
済
観
で
あ
る
と
い
え
矛
盾
し
て
い
る
か
に
見
え
る
こ
う
し
た
二
つ
の
要
素
を
会
通
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
日
蓮
教
学
者
で
あ
る
浅
井
要
麟
氏
や
望
月
(
2
)
 
歓
厚
氏
に
よ
っ
て
既
に
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
戸
頃
重
基
氏
の
よ
う
に
、
二
つ
の
要
素
の
間
に
存
在
す
る
か
に
見
え
る
矛
盾
を
そ
の
ま
ま
矛
盾
と
し
て
受
け
止
め
、
霊
山
往
詣
思
想
は
立
正
安
国
思
想
の
挫
折
の
代
償
と
し
て
逃
避
的
に
構
想
さ
れ
た
に
(
3
)
 
過
ぎ
な
い
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
戸
頃
氏
の
見
解
に
対
し
て
は
、
既
に
佐
藤
弘
夫
氏
に
よ
り
反
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
、
霊
山
往
詣
の
思
想
は
立
正
安
国
思
想
の
挫
折
の
結
果
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
立
正
安
国
思
想
と
共
存
(
4
)
 
そ
の
共
存
の
仕
方
に
こ
そ
、
思
想
史
上
の
日
蓮
の
独
自
性
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
基
本
的
に
は
佐
藤
氏
の
見
解
に
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
立
正
安
国
思
想
と
霊
山
往
詣
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
氏
が
既
に
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。
本
論
文
で
は
、
佐
藤
氏
の
見
解
に
触
発
さ
れ
つ
つ
も
、
佐
藤
氏
に
お
い
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
以
下
の
点
が
む
し
ろ
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
よ
う
。
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
「
即
身
成
仏
」
と
「
霊
山
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
し
て
い
る
か
に
見
え
る
思
想
が
敢
え
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
し
、
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
考
察
の
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
そ
こ
に
却
っ
て
、
日
蓮
が
描
く
統
一
的
な
救
済
の
構
造
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
の
下
、
考
察
が
進
め
ら
ま
ず
日
蓮
に
お
け
る
即
身
成
仏
思
想
を
、
次
い
で
霊
山
往
詣
思
想
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
、
日
蓮
が
両
者
を
有
機
的
に
連
関
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
描
き
だ
そ
う
と
し
た
救
済
の
構
造
を
明
ら
か
に
即
身
成
仏
に
つ
い
て
日
蓮
が
言
及
す
る
文
言
は
、
ニ
―
歳
に
系
年
さ
れ
る
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
に
既
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
(
5
)
 
り
、
も
し
こ
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
を
以
て
日
蓮
自
身
の
著
作
と
見
倣
し
て
よ
い
と
す
る
な
ら
ば
、
日
蓮
は
既
に
修
学
の
出
発
点
に
お
い
て
即
身
成
仏
思
想
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
ヵ
身
ー
一
具
可
十
界
冨
向
い
意
時
欲
令
衆
生
仏
之
知
見
と
説
て
、
自
身
に
一
分
の
行
無
ク
し
て
即
身
成
仏
す
る
也
。
尽
形
寿
の
五
戒
の
身
を
不
い
テ
が
や
改
メ
成
打
仏
身
涵
吋
は
、
依
報
の
国
土
も
又
押
へ
て
寂
光
土
也
。
妙
楽
ー
釈
三
今
登
蝉
雰
伽
耶
盃
匁
求
1
西
常
寂
一
。
非
届
寂
光
1
外
両
四
有
i
一
娑
婆
1
文。
（
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
、
『
定
遺
』
一
三
頁
＼
一
四
頁
）
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
文
言
は
、
凡
夫
と
仏
、
稿
土
と
浄
土
と
の
対
立
を
心
の
持
ち
様
の
問
題
に
局
限
し
よ
う
と
す
る
中
古
天
台
(
6
)
 
本
覚
思
想
の
影
響
を
濃
厚
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
日
蓮
独
自
の
即
身
成
仏
思
想
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
(
7
)
 
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
独
自
の
即
身
成
仏
思
想
、
即
ち
唯
一
の
「
仏
に
な
る
べ
き
道
」
と
さ
れ
る
一
念
三
千
を
基
礎
に
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
即
し
た
成
仏
の
理
論
が
完
成
す
る
の
は
佐
渡
期
、
特
に
『
観
心
本
尊
抄
」
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
『
観
心
本
尊
抄
』
な
ど
の
佐
渡
期
の
遺
文
を
中
心
に
、
日
蓮
独
自
の
即
身
成
仏
思
想
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
日
蓮
が
唯
一
の
「
仏
に
な
る
べ
き
道
」
で
あ
る
と
見
倣
し
た
一
念
三
千
と
は
、
一
念
と
三
千
、
即
ち
一
念
と
一
切
の
存
在
と
の
相
即
を
説
く
こ
と
を
通
し
て
、
あ
ら
(
8
)
 
ゆ
る
存
在
の
相
即
的
在
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
法
門
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
蓮
が
い
う
と
こ
ろ
の
一
念
三
千
は
、
智
顕
自
体
の
一
念
三
千
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
日
蓮
が
一
念
三
千
と
い
う
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
相
即
的
在
り
方
の
根
拠
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
始
さ
れ
た
観
心
法
門
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
即
身
成
仏
思
想
い
う
ま
で
も
な
く
、
天
台
大
師
智
顕
に
よ
っ
て
創
は
、
『
法
華
経
』
の
「
寿
量
品
」
に
説
か
れ
る
久
遠
の
釈
迦
仏
の
成
道
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
妙
薬
大
師
云
ク
当
猛
匁
身
土
ハ
一
念
1
―
―
千
ナ
リ
。
故
二
成
道
1
時
稲
可
此
ノ
本
理
i
-
―
身
一
念
遍
-✓
於
法
界
砿
寸
云
云
。
夫
レ
始
メ
自
孟
奴
滅
道
場
華
蔵
世
界
1
終
可
子
沙
羅
林
i
―
五
十
余
年
之
間
華
蔵
・
密
厳
・
三
変
・
四
見
等
之
三
土
四
土
ハ
皆
成
劫
之
上
／
無
常
ー
土
二
所
孟
変
化
で
方
便
・
実
報
・
寂
光
・
安
養
・
浄
瑠
璃
・
密
厳
等
也
。
能
変
ー
教
主
入
i
ハ
涅
槃
一
一
所
変
ノ
諸
仏
随
ー
ア
滅
尽
ス
。
土
モ
又
以
テ
如
い
是
ー
。
今
本
時
ー
娑
婆
世
界
ハ
離
芸
一
災
冨
岩
ル
四
劫
孟
吊
住
ノ
浄
土
す
。
仏
既
1
一
過
去
ニ
モ
不
＞
滅
セ
未
来
ー
ー
モ
不
＞
生
セ
。
所
化
以
テ
同
体
ナ
リ
。
此
レ
即
己
心
／
三
千
具
足
三
種
ノ
世
間
也
。
（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
―
二
頁
傍
線
部
引
用
者
）
こ
こ
で
日
蓮
は
、
天
台
六
祖
妙
楽
大
師
湛
然
の
「
当
乙
竺
身
土
二
念
三
一
千
ナ
リ
。
故
二
成
道
ノ
時
稲
可
於
法
界
ご
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
成
道
」
と
は
、
何
よ
り
も
久
遠
仏
の
成
道
と
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
解
釈
し
な
い
限
り
、
湛
然
の
言
葉
を
引
い
た
後
に
続
く
日
蓮
の
文
言
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
湛
然
の
引
用
に
お
け
る
成
道
を
久
遠
仏
の
成
道
と
し
て
日
蓮
が
受
け
取
っ
た
と
す
る
と
、
久
遠
仏
の
成
道
の
瞬
間
と
は
、
久
遠
仏
に
よ
る
一
念
三
千
が
成
就
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
久
遠
仏
が
成
道
し
た
瞬
間
と
は
、
三
千
の
「
本
理
」
に
叶
っ
て
、
久
遠
仏
が
住
す
る
娑
婆
世
界
も
成
道
し
て
浄
土
と
な
り
、
ま
さ
に
一
念
そ
こ
に
住
す
る
衆
生
も
ま
た
成
道
し
て
仏
と
な
っ
た
瞬
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
久
遠
仏
と
は
無
限
の
過
去
に
お
い
て
成
道
し
た
永
遠
の
仏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
娑
婆
世
界
も
永
遠
の
浄
土
で
あ
り
、
衆
生
も
ま
た
「
所
化
以
テ
同
体
」
、
即
ち
久
遠
仏
と
同
体
な
る
永
遠
の
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
は
こ
の
よ
う
に
、
久
遠
仏
の
成
道
を
根
拠
に
、
衆
生
を
も
含
め
た
一
切
の
存
在
が
久
遠
仏
と
同
体
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
以
て
「
己
心
三
一
千
具
足
」
、
即
ち
一
念
三
千
で
あ
る
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
り
、
日
蓮
に
と
っ
て
一
念
―
―
―
千
と
は
、
何
よ
り
も
久
遠
仏
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
一
念
―
―
―
千
な
の
で
あ
り
、
衆
生
を
も
含
め
た
一
と
は
次
の
文
言
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
此
ノ
本
理
ニ
四
つ
一
身
一
念
遍
＝✓
゜
ぷ
ノ
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
二
五
切
の
存
在
と
久
遠
仏
と
の
同
体
性
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
ノ
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
五
二
頁
）
一
念
三
千
は
九
界
即
仏
界
、
仏
界
即
九
界
と
談
ず
。
（
『
撰
時
抄
』
、
『
定
遺
』
一
0
0四
頁
）
と
い
っ
た
文
言
は
、
こ
の
こ
と
を
衆
生
〔
lI
九
界
〕
と
久
遠
仏
〔
I
仏
界
〕
と
の
関
係
に
着
目
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
し
か
し
、
日
蓮
の
こ
う
し
た
一
念
三
千
理
解
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
実
に
対
す
る
認
識
と
の
間
に
激
し
い
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
む
(
9
)
（
10) 
こ
と
に
な
る
。
日
蓮
に
と
っ
て
、
現
実
の
娑
婆
世
界
は
ど
こ
ま
で
も
「
檄
土
」
で
あ
り
、
現
実
の
衆
生
は
ど
こ
ま
で
も
「
凡
夫
」
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
蓮
に
と
っ
て
の
一
念
三
千
と
は
、
久
遠
仏
に
よ
っ
て
現
に
成
就
さ
れ
て
お
り
、
衆
生
も
娑
婆
世
界
も
現
に
そ
の
直
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
衆
生
の
側
か
ら
は
決
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
隔
絶
さ
れ
た
世
界
、
あ
く
ま
で
も
久
遠
仏
の
側
に
属
す
る
超
越
的
領
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
四
頁
）
と
い
う
文
言
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
日
蓮
は
、
こ
の
意
味
で
は
、
本
来
的
在
り
方
は
ど
う
あ
れ
、
現
実
の
衆
生
に
あ
っ
て
は
久
遠
仏
と
の
同
体
性
は
喪
失
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
見
倣
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。
こ
う
し
て
日
蓮
は
、
失
わ
れ
て
い
る
久
遠
仏
と
の
同
体
性
を
回
復
す
る
道
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
、
日
蓮
に
お
け
る
成
仏
の
問
題
も
出
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
も
見
た
よ
う
に
、
日
蓮
に
と
っ
て
一
念
三
千
と
は
、
久
遠
仏
の
側
に
属
す
る
超
越
的
領
分
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
そ
れ
は
久
遠
仏
自
身
の
悟
り
で
あ
り
、
功
徳
で
あ
る
と
い
え
る
。
日
蓮
は
、
こ
う
し
た
久
遠
仏
の
悟
り
・
功
徳
と
し
て
の
一
念
三
千
が
説
か
れ
て
い
一
念
三
千
自
体
は
衆
生
の
側
か
ら
の
把
握
を
拒
む
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
以
上
、
一
念
三
千
そ
の
も
の
が
『
法
華
経
』
に
露
に
さ
れ
て
い
る
と
は
、
日
蓮
は
い
わ
な
い
。
日
蓮
は
、
『
法
華
経
』
の
「
寿
量
品
」
に
お
い
て
釈
迦
仏
の
久
遠
実
成
が
説
か
れ
る
そ
の
言
葉
の
根
底
に
、
久
遠
仏
の
悟
り
・
功
徳
と
し
て
の
一
念
三
千
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
三
九
頁
）
一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
〔
11
『
法
華
経
』
〕
計
二
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
四
頁
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
の
題
目
で
あ
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
こ
そ
、
久
遠
仏
の
悟
り
・
功
徳
と
し
て
の
一
念
三
千
が
集
釈
尊
ノ
因
行
果
徳
ー
ニ
法
ハ
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
二
具
足
ス
。
我
等
受
一
ー
持
：
ハ
と
い
う
文
言
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
は
、
久
遠
仏
の
慈
悲
に
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
う
し
た
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
に
納
め
ら
れ
た
一
念
三
千
は
、
久
遠
仏
の
功
徳
と
し
て
久
遠
仏
自
身
か
ら
譲
り
与
え
ら
れ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
不
い
識
-
―
念
三
千
工
者
ニ
ハ
此
五
字
互
口
然
玉
竺
与
ヘ
タ
マ
フ
仏
起
天
慈
悲
一
五
字
ノ
内
裏
-
i
此
珠
又
図
メ
タ
マ
7
約
的
に
納
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
と
い
っ
た
思
想
の
下
、
『
法
華
経
』
名
は
必
ス
体
に
い
た
る
徳
あ
り
。
(
『
+
章
紗
』
、
『
定
遺
』
四
九
0
頁）
こ
う
し
た
理
解
の
上
に
、
更
に
日
蓮
は
、
と
い
っ
た
文
言
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
る
の
が
『
法
華
経
』
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
因
果
ノ
功
徳
一
。
（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
―
―
頁
）
懸
芋
末
代
幼
稚
ー
頸
言
（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
二
0
頁）
括
弧
内
引
用
者
）
二
六
我
等
具
縛
の
凡
夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳
ひ
と
し
。
彼
の
功
徳
を
全
体
う
け
と
る
故
な
り
。
経
二
云
ク
如
我
等
無
異
等
云
云
。
法
華
経
を
得
レ
心
者
は
釈
尊
と
斉
等
な
り
と
申
ス
文
な
り
。
…
…
今
法
華
経
の
行
者
は
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
と
申
て
教
主
釈
尊
の
御
子
な
り
。
教
主
釈
尊
の
ご
と
く
法
王
と
な
ら
ん
事
難
か
る
べ
か
ら
ず
。
但
し
不
孝
の
者
は
父
母
の
跡
を
つ
が
ず
。
亮
王
に
は
丹
朱
と
云
7
太
子
あ
り
。
舜
王
に
は
商
均
と
申
ス
王
子
あ
り
。
二
人
ち
ょ
う
く
わ
共
に
不
孝
の
者
な
れ
ば
、
父
の
王
に
す
て
ら
れ
て
現
身
に
民
と
な
る
。
重
華
と
萬
と
は
共
に
民
の
子
な
り
。
孝
養
の
心
ふ
か
か
り
し
か
ば
、
覚
舜
の
二
王
召
て
位
を
ゆ
づ
り
給
き
。
民
の
身
忽
に
玉
体
に
な
ら
せ
給
き
。
民
の
現
身
に
王
と
な
る
と
凡
夫
の
忽
に
仏
と
な
る
と
同
事
な
る
べ
し
。
一
念
三
千
の
肝
心
と
申
ス
は
こ
れ
な
り
。
（
『
日
妙
聖
人
御
書
』
、
『
定
遺
』
六
四
五
頁
傍
線
部
引
用
者
）
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
日
蓮
は
、
功
徳
が
譲
与
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
「
我
等
具
縛
の
凡
夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳
ひ
と
し
」
・
「
釈
尊
と
斉
等
な
り
」
と
述
べ
た
上
で
、
こ
の
こ
と
を
以
て
「
民
の
現
身
に
王
と
な
る
」
こ
と
、
即
ち
「
凡
夫
の
忽
に
仏
と
な
る
」
こ
と
で
あ
る
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
日
蓮
は
、
失
わ
れ
て
い
た
久
遠
仏
と
の
同
体
性
の
回
復
を
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
即
し
た
久
遠
仏
の
功
徳
の
譲
与
に
見
出
す
と
共
に
、
こ
う
し
た
功
徳
の
譲
与
の
瞬
間
を
以
て
成
仏
の
瞬
間
と
見
倣
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
言
葉
を
換
え
る
な
ら
ば
、
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
実
践
の
当
所
に
、
日
蓮
は
凡
夫
の
身
そ
の
ま
ま
の
成
仏
を
、
即
ち
「
即
身
成
仏
」
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
蓮
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
即
身
成
仏
」
と
は
、
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
と
い
う
実
践
に
の
み
、
凡
夫
の
「
即
身
成
仏
」
は
あ
る
の
で
あ
り
、
凡
夫
に
よ
る
こ
う
し
た
実
践
相
が
、
(11) 
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
「
即
身
成
仏
」
の
相
な
の
で
あ
る
。
日
蓮
独
自
の
即
身
成
仏
思
想
は
、
こ
う
し
て
完
成
す
(12) 
身
延
に
入
っ
て
以
降
の
日
蓮
は
、
こ
う
し
た
即
身
成
仏
の
思
想
を
、
龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
に
見
え
る
「
以
毒
為
薬
」
に
よ
っ
て
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
こ
う
し
て
功
徳
が
譲
り
与
え
ら
れ
た
結
果
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
、
二
七
一
種
の
静
止
的
な
完
成
状
態
を
指
す
も
の
で
は
な
い
こ
の
引
文
に
お
い
て
は
、
括
弧
内
引
用
者
）
付
法
蔵
ノ
第
十
三
天
台
大
師
ノ
高
祖
龍
樹
菩
薩
釈
弓
妙
法
之
妙
二
字
一
臀
ヘ
ハ
如
1玉
大
薬
師
ー
能
以V
T毒，
為
〖
ヵ
薬
卜
等
云
云
。
云
門
毒
卜
者
何
物
ノ
我
等
ヵ
煩
悩
業
苦
ノ
三
道
也
。
薬
ト
ハ
者
何
物
ソ
法
身
・
般
若
・
解
脱
也
。
能
以
猛
受
為
門
薬
卜
何
物
ソ
変
百
三
道
ェ
為
苔
一
徳
斉
与
。
…
…
即
身
成
仏
卜
申
ス
ハ
此
し
是
也
。
（
『
始
聞
仏
乗
義
』
、
『
定
遺
』
一
四
五
三
頁
）
(13) 
と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
。
殊
更
に
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
こ
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
が
、
即
身
成
仏
が
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
当
所
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
文
言
に
よ
っ
て
も
窺
い
知
る
こ
と
う
る
し
白
粉
の
力
は
漆
を
変
じ
て
雪
の
ご
と
く
白
く
な
す
。
須
弥
山
に
近
づ
く
衆
色
は
皆
金
色
な
り
。
法
華
経
の
名
号
を
持
1
人
は
、
一
生
乃
至
過
去
遠
々
劫
の
黒
業
の
漆
変
じ
て
白
業
の
大
善
と
な
る
。
い
わ
う
や
無
始
の
善
根
皆
変
じ
て
金
色
と
な
り
候
な
り
。
し
か
れ
ば
故
聖
霊
、
最
後
臨
終
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
と
な
へ
さ
せ
給
ヒ
し
か
ば
、
一
生
乃
至
無
始
の
悪
業
変
じ
て
仏
の
種
と
な
り
給
フ
。
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
、
即
身
成
仏
と
申
ス
法
門
な
（
『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
五
三
七
頁
傍
線
部
引
用
者
）
り
こ
こ
に
引
い
た
『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
は
、
夫
が
唱
題
し
つ
つ
、
即
ち
妙
法
五
字
を
受
持
し
つ
つ
臨
終
を
迎
え
た
と
の
報
を
、
妻
の
妙
法
尼
か
ら
受
け
て
著
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
が
故
に
、
臨
終
唱
題
に
よ
る
即
身
成
仏
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
は
い
る
が
、
唱
題
に
よ
る
即
身
成
仏
が
何
も
臨
終
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
傍
線
部
に
お
い
て
「
法
華
経
の
名
号
を
持
」
為
自
体
に
「
以
毒
為
薬
」
の
効
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
即
身
成
仏
と
い
え
ば
、
真
言
密
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
そ
れ
が
ま
ず
想
定
さ
れ
る
が
、
日
蓮
は
、
此
法
門
〔
11-
念
三
千
〕
は
衆
生
に
て
申
せ
ば
即
身
成
仏
と
い
は
れ
、
画
木
に
て
申
せ
ば
草
木
成
仏
と
申
ス
な
り
。
（
『
四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
』
、
『
定
遺
』
一
―
八
三
頁
と
述
べ
る
よ
う
に
、
即
身
成
仏
の
原
理
を
あ
く
ま
で
も
法
華
経
の
一
念
三
千
に
求
め
る
立
場
か
ら
、
が
で
き
る
。
説
明
し
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ニ
八
つ
と
い
う
行
さ
し
即
身
成
仏
の
手
本
た
る
法
華
経
を
ば
指
を
い
て
、
あ
と
か
た
も
な
き
真
言
に
即
身
成
仏
を
立
て
、
剰
へ
唯
の
一
字
を
を
か
る
A
条
、
天
下
第
一
の
僻
見
也
。
（
『
太
田
殿
女
房
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
七
五
七
頁
）
と
記
し
、
真
―
―
―
口
密
教
の
即
身
成
仏
を
厳
し
く
非
難
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
死
を
契
機
と
し
て
「
霊
山
往
詣
」
が
果
た
さ
れ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
本
稿
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
霊
山
往
詣
の
契
機
と
さ
れ
る
「
死
」
と
い
う
事
態
に
対
す
る
日
蓮
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
上
原
専
禄
氏
は
、
死
を
避
け
え
ぬ
病
状
に
陥
っ
た
と
思
わ
れ
る
南
条
兵
衛
七
郎
に
与
え
ら
も
し
さ
き
に
た
A
せ
給
は
ば
、
梵
天
・
帝
釈
•
四
大
天
王
・
閻
魔
大
王
等
に
も
申
さ
せ
給
べ
し
、
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
日
蓮
房
の
弟
子
也
、
と
な
の
ら
せ
給
へ
。
よ
も
は
う
し
ん
（
芳
心
）
な
き
事
は
候
は
じ
。
但
一
度
は
念
仏
一
度
は
法
華
経
と
な
へ
つ
、
二
心
ま
し
ま
し
、
人
の
聞
に
は
ば
か
り
な
ん
ど
だ
に
も
候
は
ば
、
よ
も
日
蓮
が
弟
子
と
申
ス
と
も
御
用
ゐ
候
は
じ
。
後
に
う
ら
み
さ
せ
給
7
な。
（
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
、
『
定
遺
』
三
二
七
頁
）
な
ど
と
い
っ
た
文
言
を
手
掛
か
り
に
、
こ
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
生
物
的
・
生
理
的
意
味
で
の
死
は
全
く
問
題
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
兵
(14) 
衛
七
郎
の
「
死
者
」
と
し
て
の
在
り
方
こ
そ
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
蓮
が
死
を
如
何
に
認
識
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
大
き
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
上
原
氏
の
こ
う
し
た
指
摘
は
、
死
に
対
す
る
日
蓮
の
基
本
的
認
識
を
的
確
に
言
い
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
死
は
別
離
を
齋
ら
す
が
故
に
深
い
悲
し
み
の
対
象
と
さ
れ
る
一
方
で
、
上
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
死
者
は
常
に
個
別
的
人
格
を
持
つ
者
と
し
て
待
遇
さ
れ
る
と
共
に
、
死
後
の
世
界
に
お
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
れ
た
書
簡
に
見
え
る
、
霊
山
往
詣
思
想
二
九
れ
る
。
け
る
そ
の
在
り
方
に
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
上
原
氏
が
手
掛
か
り
と
し
た
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
現
し
、
の
段
階
で
は
、
霊
山
往
詣
の
思
想
は
ま
だ
現
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
死
に
対
す
る
日
蓮
の
こ
う
し
た
基
本
的
認
識
の
延
長
線
上
に
、
霊
山
往
詣
思
想
が
現
わ
れ
て
く
る
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
が
死
後
に
赴
く
べ
き
世
界
を
「
霊
山
」
と
表
そ
こ
に
お
け
る
自
己
の
在
り
方
を
規
定
す
る
に
至
る
の
は
、
文
献
学
的
に
確
か
な
遺
文
に
よ
る
と
、
佐
渡
流
罪
中
に
記
さ
れ
た
『
開
目
抄
』
が
最
初
で
あ
る
。
即
ち
、
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
日
蓮
は
、
我
法
華
経
の
信
心
を
や
ぶ
ら
ず
し
て
、
霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
み
ち
び
け
か
し
。
（
『
開
目
抄
」
、
『
定
遺
』
六
0
五
頁
）
と
述
べ
、
迫
害
に
よ
り
命
を
失
っ
た
後
に
赴
く
べ
き
浄
土
を
「
霊
山
」
と
定
め
た
上
で
、
日
蓮
が
流
罪
ハ
今
生
ぷ
小
苦
な
れ
ば
な
げ
か
し
か
ら
ず
。
後
生
に
は
大
楽
を
う
＜
べ
け
れ
ば
大
に
悦
ハ
し
。
と
い
う
文
言
で
『
開
目
抄
』
を
結
び
、
「
霊
山
浄
土
」
を
、
迫
害
の
相
次
い
だ
生
前
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
安
ら
ぎ
を
享
受
し
う
る
場
所
と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
開
目
抄
』
執
筆
当
時
の
日
蓮
は
、
日
蓮
と
い
ゐ
し
者
は
去
年
九
月
十
二
日
子
丑
の
時
に
頸
は
ね
ら
れ
ぬ
。
此
は
魂
塊
佐
土
の
国
に
い
た
り
て
、
返
年
の
二
月
雪
中
に
し
る
し
て
、
有
縁
の
弟
子
へ
を
く
れ
ば
、
を
そ
ろ
し
く
て
を
そ
ろ
し
か
ら
ず
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
九
0
頁）
と
い
う
言
葉
に
見
え
る
よ
う
に
、
竜
の
口
で
一
度
は
斬
首
の
座
に
身
を
置
い
た
と
い
う
体
験
を
契
機
と
し
て
、
自
己
を
「
死
者
」
と
し
て
遇
し
て
も
い
た
。
こ
う
し
た
自
己
認
識
は
、
『
開
目
抄
』
の
ニ
カ
月
後
の
執
筆
と
さ
れ
る
『
富
木
殿
御
返
事
』
に
お
い
て
も
見
ら
日
蓮
臨
終
一
分
鉦
切
疑
。
例
頭
之
時
ハ
殊
二
喜
悦
可
＞
有
ル
候
。
（
『
富
木
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
六
一
九
頁
）
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
」
六
0
九
頁
）
゜
こ
の
よ
う
に
自
己
を
「
死
者
」
と
し
て
遇
す
る
ほ
ど
死
に
直
面
し
て
い
た
日
蓮
は
、
死
後
の
世
界
に
お
け
る
死
者
と
し
て
の
在
り
方
の
問
題
を
他
な
ら
ぬ
自
己
自
身
の
問
題
と
し
て
切
実
に
受
け
と
め
、
そ
こ
に
「
霊
山
浄
土
」
へ
の
往
詣
と
い
う
解
答
を
与
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
言
葉
を
換
え
る
な
ら
ば
、
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
自
己
自
身
を
「
死
者
」
と
し
て
遇
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
体
験
し
え
た
世
界
が
「
霊
山
浄
土
」
で
あ
っ
た
、
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
後
に
身
延
に
入
っ
て
か
ら
、
日
蓮
は
「
霊
山
浄
(15) 
土
」
を
以
て
「
常
住
不
壊
の
り
や
う
山
浄
土
」
と
表
現
し
て
い
る
。
か
か
る
表
現
は
、
明
ら
か
に
永
遠
の
浄
土
と
し
て
の
娑
婆
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
蓮
に
と
っ
て
永
遠
の
浄
土
と
し
て
の
娑
婆
世
界
と
は
、
久
遠
仏
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
一
念
―
―
―
千
の
世
界
で
あ
り
、
久
遠
仏
の
側
に
属
す
る
超
越
的
領
分
に
他
な
ら
な
い
。
日
蓮
は
佐
渡
流
罪
の
直
中
に
「
死
者
」
と
し
て
か
か
る
超
越
的
領
分
に
参
入
し
、
そ
れ
を
生
前
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
安
ら
ぎ
を
受
く
べ
き
「
霊
山
浄
土
」
と
し
て
表
現
す
る
と
共
に
、
更
に
そ
の
表
現
を
「
大
曼
荼
羅
」
の
図
顕
と
い
う
形
で
も
成
熟
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
(16) 
ろ
う
カ
身
延
に
入
っ
て
以
降
の
遺
文
に
目
を
や
る
と
、
肉
親
の
死
と
い
う
悲
し
む
べ
き
事
態
に
遭
遇
し
た
信
徒
に
安
心
を
与
え
る
べ
く
、
霊
山
往
詣
を
説
く
例
が
目
に
つ
く
。
そ
う
し
た
事
例
を
具
体
的
な
文
言
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
蓮
が
如
何
な
る
形
で
霊
山
往
詣
思
想
を
展
開
し
て
い
る
か
を
知
る
よ
す
が
と
し
た
い
。
き
も
追
申
。
此
六
月
十
五
日
に
見
奉
り
候
し
に
、
あ
は
れ
肝
あ
る
者
哉
、
男
也
男
也
と
見
候
し
に
、
又
見
候
は
ざ
ら
ん
事
こ
そ
か
な
し
く
は
候
へ
。
さ
は
候
へ
ど
も
釈
迦
仏
・
法
華
経
に
身
を
入
レ
て
候
し
か
ば
臨
終
目
出
候
け
り
。
心
は
父
君
と
一
所
に
霊
山
浄
土
に
参
り
て
、
手
を
と
り
頭
を
合
せ
て
こ
そ
悦
ば
れ
候
ら
め
。
あ
は
れ
な
り
、
あ
は
れ
な
り
。
（
『
上
野
殿
後
家
尼
御
前
御
書
』
、
『
定
遺
』
一
七
九
三
頁
＼
一
七
九
四
頁
）
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
。
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
弱
冠
一
六
歳
の
息
子
に
先
立
た
れ
た
母
尼
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
書
簡
の
「
追
申
」
文
で
あ
る
。
彼
女
は
夫
南
条
兵
衛
七
郎
に
先
立
た
れ
〔
従
っ
て
「
後
家
尼
」
と
も
称
さ
れ
る
〕
、
更
に
そ
の
忘
れ
が
た
み
で
あ
る
息
子
の
七
郎
五
郎
を
も
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
日
蓮
は
、
母
尼
を
慰
め
よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
書
簡
の
本
文
自
体
は
「
ま
こ
と
と
も
を
ぼ
へ
候
は
ね
ば
、
結
ん
で
し
ま
う
。
し
か
し
、
日
蓮
は
思
い
直
し
て
右
の
「
追
申
」
文
を
付
け
加
え
、
息
子
七
郎
五
郎
と
夫
兵
衛
七
郎
の
霊
山
往
詣
、
こ
に
お
け
る
両
者
の
喜
ば
し
き
出
会
い
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
日
蓮
は
し
ば
し
ば
母
尼
に
書
簡
を
送
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
書
簡
の
な
か
で
日
蓮
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
慰
め
の
言
葉
を
見
つ
(17) 
か
き
つ
く
る
そ
ら
も
を
ぼ
へ
候
は
ず
」
と
早
々
に
か
＞
る
め
で
た
き
御
経
〔
11
『
法
華
経
』
〕
を
故
五
郎
殿
は
御
信
用
あ
り
て
仏
に
な
ら
せ
給
ヒ
て
、
今
日
は
四
十
九
日
に
な
ら
せ
給
へ
ば
、
一
切
の
諸
仏
霊
山
浄
土
に
集
マ
ラ
せ
給
ヒ
て
、
或
は
手
に
す
へ
、
或
は
頂
を
な
で
、
或
は
い
だ
き
、
或
は
悦
び
、
月
の
始
て
出
テ
た
る
が
如
く
、
花
の
始
て
さ
け
る
が
如
く
、
い
か
に
愛
し
ま
い
ら
せ
給
ら
ん
。
（
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
、
「
定
遺
』
一
八
一
四
頁
括
弧
内
引
用
者
）
や
す
や
す
と
あ
わ
せ
給
7
べ
き
事
候
。
釈
迦
仏
を
御
使
と
し
て
、
り
や
う
ぜ
ん
浄
土
へ
ま
い
り
あ
わ
せ
給
へ
。
若
有
聞
法
者
無
一
不
成
仏
と
申✓
て
、
大
地
は
さ
A
ば
は
づ
る
と
も
、
日
月
は
地
に
堕
チ
給
フ
と
も
、
し
を
（
潮
）
は
み
ち
ひ
ぬ
代
は
あ
り
と
も
、
花
は
な
つ
（
夏
）
に
な
ら
ず
と
も
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
ス
女
人
の
、
を
も
う
子
に
あ
わ
ず
と
い
う
事
は
な
し
と
と
か
れ
て
候
ぞ
。
（
『
上
野
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
八
五
九
頁
）
前
者
の
引
文
で
は
、
息
子
七
郎
五
郎
を
失
っ
た
母
尼
に
対
し
て
、
七
郎
五
郎
が
そ
の
法
華
信
仰
故
に
成
仏
し
、
今
は
霊
山
浄
土
に
あ
っ
て
諸
仏
の
愛
情
を
一
身
に
集
め
て
い
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
。
更
に
後
者
の
引
文
で
は
、
母
尼
に
対
し
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
よ
り
仏
と
し
て
霊
山
浄
土
に
赴
く
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
お
い
て
七
郎
五
郎
と
の
再
会
が
果
た
さ
れ
う
る
こ
と
が
約
肉
親
を
失
っ
た
信
徒
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
形
で
安
心
を
与
え
て
い
こ
う
と
す
る
事
例
は
、
他
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
い
そ
ぎ
い
そ
ぎ
法
華
経
を
ら
う
れ
う
（
根
料
）
と
た
の
み
ま
い
ら
せ
給
ヒ
て
、
り
や
う
ぜ
ん
浄
土
へ
ま
い
ら
せ
給
て
、
み
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
7
べ
し
。
（
『
千
日
尼
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
七
六
二
頁
）
光
日
尼
御
前
は
い
か
な
る
宿
習
に
て
法
華
経
を
ば
御
信
用
あ
り
け
る
ぞ
。
又
故
弥
四
郎
殿
が
信
じ
て
候
し
か
ば
子
ノ
勧
め
か
。
此
功
徳
空
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
子
と
倶
に
霊
山
浄
土
へ
参
り
合
ハ
せ
給
ハ
ん
事
、
疑
ヒ
な
か
る
べ
し
。
（
『
光
日
上
人
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
八
七
九
頁
）
前
者
は
夫
阿
仏
房
に
先
立
た
れ
た
妻
の
千
日
尼
に
、
後
者
は
息
子
弥
四
郎
を
失
っ
た
光
日
尼
に
与
え
ら
れ
た
書
簡
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
日
蓮
は
、
法
華
信
仰
を
守
り
抜
い
て
霊
山
往
詣
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
既
に
霊
山
浄
土
に
あ
る
夫
・
息
子
と
再
会
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
或
い
は
そ
う
し
た
再
会
を
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
事
例
に
よ
っ
て
、
日
蓮
が
描
く
「
霊
山
浄
土
」
の
お
お
よ
そ
の
輪
郭
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
日
蓮
は
霊
山
浄
土
を
、
『
法
華
経
』
へ
の
専
一
な
る
信
仰
を
守
り
、
妙
法
五
字
の
受
持
を
実
践
し
通
し
た
者
の
み
が
、
死
後
に
仏
と
し
て
安
ら
ぎ
を
獲
得
し
う
る
場
と
し
て
描
き
だ
し
た
。
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
実
践
を
続
け
る
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
死
に
よ
っ
て
一
旦
は
分
か
た
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
霊
山
浄
土
に
お
い
て
必
ず
再
会
を
果
た
し
う
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
「
此
経
〔
I
(18) 
『
法
華
経
』
〕
を
持
ノ
人
々
は
他
人
な
れ
ど
も
同
／
霊
山
へ
ま
い
り
あ
は
せ
給
フ
也
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
日
蓮
は
こ
う
し
た
形
で
(19) 
霊
山
浄
土
を
説
き
示
す
こ
と
に
よ
り
、
死
を
予
期
せ
ざ
る
を
え
な
い
病
状
に
あ
る
信
徒
や
、
肉
親
の
死
と
い
う
悲
し
む
べ
き
事
態
に
遭
遇
し
た
信
徒
に
、
能
う
限
り
の
安
心
を
与
え
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
形
で
の
霊
山
浄
土
の
説
示
が
、
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
実
践
を
よ
り
徹
底
せ
し
め
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
も
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
も
、
霊
山
浄
土
と
は
、
た
ね
―
つ
種
は
一
っ
種
、
別
の
種
は
別
の
種
。
同
/
妙
法
蓮
華
経
の
種
を
心
に
は
ら
ま
せ
給
ヒ
な
ば
、
同
砂
五
法
蓮
華
経
の
国
へ
生
マ
れ
さ
せ
給
べ
し
。
三
人
お
も
て
面
を
な
ら
べ
さ
せ
給
は
ん
時
、
御
悦
ヒ
い
か
が
う
れ
し
く
お
ぼ
し
め
す
べ
き
や
。
（
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
八
一
三
頁
）
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
済
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
課
題
に
答
え
て
み
た
い
。
も
っ
と
も
、
日
蓮
に
お
け
る
即
身
成
仏
と
霊
山
往
詣
と
い
う
二
つ
の
思
想
を
、
理
論
的
に
は
こ
の
よ
う
に
会
通
し
え
た
と
し
て
も
、
日
蓮
が
何
故
に
二
つ
の
思
想
を
敢
え
て
併
存
せ
し
め
た
の
か
、
を
通
じ
て
、
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
課
題
、
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
の
考
察
つ
ま
り
日
蓮
が
両
思
想
を
有
機
的
に
連
関
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
描
き
だ
そ
う
と
し
た
救
日
蓮
は
、
佐
渡
流
罪
期
に
お
い
て
完
成
さ
れ
た
そ
の
即
身
成
仏
思
想
に
お
い
て
、
妙
法
五
字
の
受
持
を
実
践
す
る
当
所
に
お
け
る
成
仏
を
保
証
し
た
。
即
ち
、
日
蓮
は
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
と
い
う
実
践
以
外
に
成
仏
の
相
は
あ
り
え
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
で
は
、
両
思
想
は
決
し
て
矛
盾
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
文
言
に
示
さ
れ
る
如
く
、
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
者
の
み
が
参
入
を
許
さ
れ
る
浄
土
、
即
ち
「
妙
法
蓮
華
経
の
国
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
で
は
、
霊
山
往
詣
と
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
よ
り
「
即
身
成
仏
」
を
成
以
上
、
日
蓮
に
お
け
る
即
身
成
仏
思
想
と
霊
山
往
詣
思
想
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
つ
の
思
想
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
確
か
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
理
論
的
に
見
る
な
ら
ば
、
両
思
想
は
い
ず
れ
も
、
一
念
三
千
を
軸
に
構
想
さ
れ
た
救
済
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
久
遠
仏
の
功
徳
と
し
て
の
一
念
三
千
の
譲
与
を
、
後
者
は
永
遠
の
浄
土
と
し
て
の
娑
婆
世
界
、
即
ち
久
遠
仏
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
一
念
三
千
世
界
へ
の
直
接
的
な
参
入
を
説
く
も
の
で
(20) 
あ
り
、
『
開
目
抄
』
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
両
者
は
い
ず
れ
も
「
一
念
三
千
の
成
仏
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
四
む
す
び
に
か
え
て
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
就
し
た
者
の
み
に
許
さ
れ
る
特
権
で
あ
っ
た
、
と
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
四
に
至
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
五
か
し
、
見
方
を
換
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
形
で
の
即
身
成
仏
は
、
あ
く
ま
で
も
宗
教
的
自
覚
の
上
に
の
み
成
り
立
つ
成
仏
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
取
っ
た
、
そ
れ
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
の
当
所
に
久
遠
仏
の
功
徳
と
し
て
の
一
念
三
千
を
受
け
と
い
う
自
覚
の
上
に
成
り
立
つ
成
仏
で
あ
っ
て
、
実
践
を
行
な
う
当
の
主
体
に
は
、
生
身
の
人
間
と
し
て
の
現
実
が
ど
こ
ま
で
も
残
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
蓮
の
い
う
即
身
成
仏
と
は
、
生
身
の
人
間
と
し
て
遭
遇
せ
ざ
る
を
え
な
い
様
々
な
銀
難
か
ら
の
救
済
ま
で
を
も
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
生
あ
る
も
の
と
し
て
決
し
て
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
死
」
の
問
題
に
、
即
身
成
仏
の
自
覚
は
必
ず
し
も
具
体
的
な
安
心
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
実
際
、
日
蓮
自
身
、
佐
渡
流
罪
の
直
中
に
あ
っ
て
、
即
身
成
仏
思
想
を
完
成
さ
せ
る
一
方
で
、
自
己
の
死
に
直
面
し
、
死
後
に
お
け
る
自
己
の
在
り
方
に
思
い
を
致
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
死
の
問
題
に
対
し
て
日
蓮
は
、
自
己
を
「
死
者
」
と
し
て
遇
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
体
験
し
え
た
霊
山
浄
土
へ
の
往
詣
と
い
う
解
答
を
与
え
て
い
っ
た
。
更
に
、
身
延
に
入
っ
て
以
降
の
日
蓮
は
、
自
ら
に
よ
っ
て
体
験
せ
ら
れ
た
霊
山
往
詣
を
、
今
度
は
信
徒
の
た
め
に
説
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
死
の
不
安
に
怯
え
ざ
る
を
え
な
い
信
徒
や
、
肉
親
の
死
に
遭
遇
し
て
悲
し
み
の
直
中
に
あ
る
信
徒
に
対
し
、
日
蓮
は
個
別
的
な
書
簡
の
形
を
以
て
霊
山
往
詣
を
説
き
示
し
、
能
う
限
り
の
安
心
を
与
え
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
に
あ
っ
て
は
、
即
身
成
仏
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
も
な
お
カ
ヴ
ァ
ー
し
切
れ
な
い
具
体
的
な
救
済
の
問
題
、
即
ち
「
死
」
に
対
す
る
安
心
の
問
題
が
、
霊
山
往
詣
の
説
示
に
よ
り
補
完
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
蓮
の
救
済
論
が
信
徒
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
具
体
性
と
説
得
力
と
を
有
す
る
な
お
、
最
後
に
、
霊
山
浄
土
の
在
処
の
問
題
に
触
れ
つ
つ
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
日
蓮
に
と
っ
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
註
(
1
)
本
論
文
に
お
け
る
引
用
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
改
訂
増
補
版
昭
和
六
三
年
総
本
山
身
延
久
遠
寺
刊
以
下
『
定
遺
』
と
略
す
）
に
拠
っ
た
。
引
用
の
際
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。
引
用
す
る
遺
文
は
、
原
則
と
し
て
文
献
学
的
に
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
両
者
の
間
に
明
確
に
一
線
を
画
そ
う
と
す
る
日
蓮
の
思
惟
は
、
一
方
で
は
、
現
実
の
娑
婆
世
界
に
霊
山
浄
土
を
実
現
し
て
い
て
霊
山
浄
土
と
は
、
永
遠
の
浄
土
と
し
て
の
娑
婆
世
界
の
謂
で
あ
っ
た
。
娑
婆
世
界
で
あ
る
以
上
、
な
る
場
所
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
日
蓮
に
あ
っ
て
霊
山
浄
土
と
は
、
久
遠
仏
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
一
念
三
千
世
界
の
謂
で
も
あ
り
、
従
っ
て
あ
く
ま
で
も
久
遠
仏
の
側
に
属
す
る
超
越
的
領
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
霊
山
浄
土
と
現
実
の
娑
婆
世
界
と
は
、
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
文
言
に
明
瞭
で
あ
か
A
る
な
さ
け
な
き
国
を
ば
い
と
い
す
て
さ
せ
給
ヒ
て
、
故
五
郎
殿
の
御
信
用
あ
り
し
法
華
経
に
つ
か
せ
給
ヒ
て
、
常
住
不
壊
の
り
や
う
山
浄
土
へ
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
。
（
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
八
一
七
頁
）
こ
こ
で
日
蓮
は
、
現
実
の
娑
婆
世
界
を
「
な
さ
け
な
き
国
」
と
表
現
し
、
と
対
置
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
実
の
娑
婆
世
界
と
霊
山
浄
土
と
を
無
媒
介
的
に
同
一
視
し
よ
う
と
は
決
し
て
せ
ず
、
こ
う
と
す
る
「
立
正
安
国
」
の
思
想
と
実
践
と
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
者
が
、
そ
の
死
を
契
機
と
し
て
直
ち
に
現
実
の
娑
婆
世
界
か
ら
霊
山
浄
土
へ
と
飛
翔
し
う
る
と
い
う
霊
山
往
詣
の
思
想
を
も
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
蓮
は
妙
法
五
字
を
受
持
す
る
者
の
「
死
」
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
確
か
に
特
別
な
権
能
を
与
え
る。
そ
れ
は
「
こ
こ
」
以
外
の
如
何
そ
れ
を
「
常
住
不
壊
の
り
や
う
山
浄
土
」
と
は
っ
き
り
六
信
頼
し
う
る
も
の
、
即
ち
〔
A
〕
真
蹟
が
完
全
に
現
存
す
る
も
の
、
〔
B
〕
真
蹟
の
断
片
が
現
存
す
る
も
の
、
〔
c〕
真
蹟
が
曾
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
も
の
、
〔
D
〕
直
弟
子
の
写
本
が
現
存
す
る
も
の
に
限
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
も
の
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
断
っ
た。
(
2
)
浅
井
要
麟
「
日
蓮
聖
人
願
楽
の
浄
土
」
（
同
著
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
〔
昭
和
二
0
年
平
楽
寺
書
店
刊
〕
所
収
）
、
及
び
望
月
歓
厚
「
日
蓮
聖
人
の
往
詣
思
想
」
（
同
著
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
〔
昭
和
三
三
年
平
楽
寺
書
店
刊
〕
所
収
）
。
浅
井
氏
は
、
立
正
安
国
の
立
場
か
ら
法
然
浄
土
教
を
終
生
批
判
し
続
け
た
日
蓮
が
、
法
然
浄
土
教
の
説
く
極
楽
往
生
と
表
現
上
酷
似
す
る
霊
山
往
詣
を
説
示
す
る
の
は
一
種
の
自
己
矛
盾
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
疑
問
か
ら
出
発
す
る
。
も
っ
と
も
結
論
的
に
は
、
娑
婆
世
界
に
浄
土
を
実
現
せ
ん
と
す
る
一
元
論
的
思
惟
と
実
践
と
の
実
現
し
難
さ
故
に
、
日
蓮
は
こ
の
娑
婆
世
界
を
安
住
の
地
と
は
な
し
え
ず
、
霊
山
浄
土
に
最
後
安
住
の
地
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
霊
山
往
詣
思
想
は
日
蓮
の
宗
教
的
欣
求
の
極
め
て
自
然
的
・
実
感
的
な
発
露
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
浅
井
氏
は
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、
霊
山
往
詣
の
説
を
下
機
誘
因
の
た
め
の
一
時
的
方
便
と
見
倣
す
古
来
か
ら
宗
門
内
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
説
に
は
賛
同
し
難
い
と
し
て
い
る
。
一
方
、
望
月
氏
は
即
身
成
仏
と
霊
山
往
詣
と
の
会
通
を
成
仏
論
の
観
点
か
ら
試
み
、
日
蓮
に
あ
っ
て
霊
山
に
往
詣
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
即
身
成
仏
し
た
者
が
本
仏
界
に
帰
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
霊
山
に
往
詣
し
て
か
ら
初
め
て
成
仏
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
な
お
、
望
月
氏
も
浅
井
氏
と
同
様
、
霊
山
往
詣
の
説
を
下
機
誘
因
の
方
便
と
見
倣
す
考
え
方
に
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
(
3
)
戸
頃
重
基
「
立
正
安
国
思
想
の
挫
折
」
（
同
著
『
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
』
〔
昭
和
四
0
年
富
山
房
〕
第
二
章
第
六
節
）
(
4
)
佐
藤
弘
夫
「
日
蓮
に
お
け
る
立
正
安
国
と
霊
山
浄
土
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
五
集
〔
昭
和
五
四
年
〕
所
収
）
。
佐
藤
氏
は
思
想
史
の
問
題
と
し
て
、
ま
ず
日
蓮
の
立
正
安
国
思
想
と
霊
山
浄
土
思
想
の
出
自
を
求
め
、
前
者
は
天
台
教
学
の
娑
婆
即
寂
光
と
い
う
理
念
を
受
け
継
い
だ
も
の
、
後
者
は
法
然
浄
土
教
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
佐
藤
氏
は
こ
の
よ
う
に
出
自
に
お
い
て
も
、
ま
た
思
想
自
体
の
性
質
に
お
い
て
も
相
容
れ
な
い
か
に
見
え
る
二
つ
の
思
想
が
、
佐
渡
流
罪
以
降
の
日
蓮
に
同
時
に
看
取
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
日
蓮
に
あ
っ
て
は
両
思
想
は
単
な
る
矛
盾
的
な
併
存
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
を
媒
介
に
矛
盾
な
く
結
び
、
、
、
、
、
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
日
蓮
の
所
謂
上
行
乃
至
地
涌
の
菩
薩
と
は
、
過
去
世
に
霊
山
に
お
い
て
釈
尊
よ
り
題
目
の
五
字
弘
通
を
依
託
さ
れ
た
が
故
に
、
今
世
に
は
娑
婆
世
界
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
題
目
流
布
に
よ
る
寂
光
土
の
顕
現
と
安
国
達
成
に
挺
身
し
、
そ
の
使
命
を
終
え
た
時
、
来
世
に
は
再
び
霊
山
へ
の
往
詣
と
そ
こ
で
の
永
遠
の
享
楽
を
保
証
さ
れ
る
者
で
あ
っ
た
。
…
…
換
言
す
れ
ば
、
霊
山
浄
土
と
立
正
安
国
と
い
う
出
自
と
性
質
を
異
に
す
る
二
つ
の
思
想
的
要
素
は
、
上
行
菩
薩
の
自
己
規
定
を
媒
介
と
し
て
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
縫
合
せ
し
め
ら
れ
、
後
期
日
蓮
の
一
個
の
完
結
し
た
思
想
構
造
体
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
七
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
五
集
二
七
頁
S
二
八
頁
傍
点
は
原
文
の
も
の
）
。
ま
た
、
小
松
靖
孝
氏
は
「
日
蓮
の
霊
山
往
詣
思
想
」
（
中
尾
亮
編
『
日
蓮
宗
の
諸
問
題
』
〔
昭
和
五
0
年
雄
山
閣
刊
〕
所
収
）
に
お
い
て
、
日
蓮
に
と
っ
て
霊
山
浄
土
と
は
「
永
遠
の
故
郷
」
で
あ
り
、
霊
山
往
詣
と
は
自
ら
の
使
命
を
果
た
し
終
え
た
後
に
か
か
る
永
遠
の
故
郷
へ
と
帰
り
ゆ
く
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
霊
山
浄
土
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
佐
藤
氏
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
(
5
)
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
に
真
蹟
は
現
存
せ
ず
、
曾
て
真
蹟
が
存
在
し
た
証
拠
も
見
ら
れ
な
い
。
直
弟
子
に
よ
る
写
本
も
現
存
せ
ず
、
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
か
ら
蒐
集
が
始
め
ら
れ
た
平
賀
本
『
録
内
御
書
』
に
初
め
て
写
本
が
登
場
す
る
。
(
6
)
例
え
ば
、
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
の
「
第
十
即
身
成
仏
」
に
見
ら
れ
る
次
の
言
葉
と
比
較
せ
よ
。
心
よ
く
万
法
を
含
ま
ば
、
ま
た
は
具
足
道
と
も
名
づ
く
。
よ
く
諸
法
に
遍
す
と
い
へ
ど
も
、
体
相
は
本
よ
り
清
浄
に
し
て
、
妙
法
蓮
華
を
顕
す
な
れ
ば
、
凡
夫
の
一
念
を
指
し
て
、
如
来
蔵
の
理
と
な
す
。
か
く
の
ご
と
く
知
見
す
る
者
、
即
ち
こ
れ
を
成
仏
と
名
づ
く
。
本
覚
の
真
仏
を
顕
す
こ
と
、
た
だ
我
が
一
念
に
あ
り
。
心
性
の
仏
体
を
覚
ら
ば
、
証
を
取
る
こ
と
須
央
の
間
な
り
。
（
日
本
思
想
大
系
『
天
台
本
覚
論
』
三
九
頁
傍
線
部
引
用
者
）
な
お
、
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
は
、
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
諸
文
献
の
な
か
で
も
初
期
の
成
立
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
（
『
天
台
本
覚
論
』
五
五
五
頁
、
及
び
田
村
芳
朗
著
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
〔
昭
和
四
〇
年
平
楽
寺
書
店
刊
〕
四
0
六
頁
参
照
）
。
(
7
)
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
四
頁
(
8
)
新
田
雅
章
・
田
村
芳
朗
著
『
人
物
中
国
の
仏
教
智
顕
』
（
昭
和
五
七
年
大
蔵
出
版
刊
）
一
四
二
頁
＼
一
四
七
頁
(
9
)
『
聖
人
知
三
世
事
』
、
『
定
遺
』
八
四
三
頁
(10)
日
蓮
は
自
己
自
身
を
「
凡
夫
の
身
日
蓮
」
（
『
三
沢
紗
』
、
『
定
遺
』
一
四
四
五
頁
）
と
見
倣
す
と
共
に
、
自
他
を
一
括
し
て
「
我
等
は
凡
夫
な
り
」
（
『
撰
時
抄
』
、
『
定
遺
』
一
0
0五
頁
）
・
「
我
等
凡
夫
」
（
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
五
三
九
頁
）
な
ど
と
称
し
て
い
る
。
(11)
こ
う
し
た
即
身
成
仏
思
想
が
、
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
の
即
身
成
仏
思
想
と
も
は
や
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
の
段
階
で
は
、
「
我
ヵ
身
二
具
可
十
界
冨
阿
意
時
」
が
そ
の
ま
ま
「
自
身
に
一
分
の
行
無
ク
し
て
即
身
成
仏
す
る
」
瞬
間
で
あ
り
、
そ
う
し
た
瞬
間
は
同
時
に
、
「
依
報
の
国
土
も
又
押
へ
て
寂
光
土
」
と
な
る
瞬
間
で
も
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
佐
渡
期
に
完
成
す
る
日
蓮
の
即
身
成
仏
思
想
で
は
、
あ
く
ま
で
も
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
「
行
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
即
身
成
仏
」
は
こ
う
し
た
「
行
」
の
当
所
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
、
「
寂
光
土
」
も
ま
た
、
こ
う
し
た
「
行
」
を
通
じ
て
実
現
さ
る
べ
き
努
力
目
標
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
一八
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
九
(12)
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
二
五
巻
七
五
四
頁
中
段
(13)
こ
れ
と
同
様
の
文
言
は
、
『
太
田
殿
女
房
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
七
五
五
頁
＼
一
七
五
六
頁
に
も
見
ら
れ
る
。
(
1
4
)『
上
原
専
禄
著
作
集
一
六
死
者
・
生
者
＇
~
日
蓮
認
識
へ
の
発
想
と
視
点
ー
|
_
』
（
昭
和
六
三
年
評
論
社
刊
）
一
七
八
頁
。
原
本
は
上
原
専
禄
著
『
死
者
・
生
者
1
日
蓮
認
識
へ
の
発
想
と
視
点
ー
_
_
 』
（
昭
和
四
八
年
未
来
社
刊
）
。
(15)
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
八
一
七
頁
令
(16)
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
日
蓮
は
、
久
遠
仏
に
よ
り
成
就
さ
れ
た
一
念
三
千
世
界
を
「
本
尊
」
と
し
て
定
立
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
其
本
尊
ノ
為
＞
体
本
師
ノ
娑
婆
ー
上
＿
一
宝
塔
居
如
予
塔
中
ノ
妙
法
蓮
華
経
ノ
左
右
二
釈
迦
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
釈
尊
ノ
脇
士
ハ
上
行
等
ノ
四
菩
薩
文
殊
弥
勒
等
1
四
菩
薩
ハ
脊
属
ト
シ
テ
居
1玉
末
座
一
＿
迩
仏
•
他
方
ノ
大
小
ノ
諸
菩
薩
ハ
万
民
ノ
処
弓
大
地
砧
茫
見
一
ヵ
雲
閣
月
卿
芯
十
方
ノ
諸
仏
ハ
処
で
フ
大
地
上
言
表
可
迩
仏
迩
土
故
也
。
（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
―
二
頁
＼
七
一
三
頁
）
日
蓮
が
佐
渡
期
以
降
に
図
顕
し
て
い
っ
た
「
大
曼
荼
羅
」
の
典
拠
を
遺
文
に
求
め
た
場
合
、
右
の
文
言
を
挙
げ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。
(17)
『
上
野
殿
後
家
尼
御
前
御
書
』
、
『
定
遺
』
一
七
九
三
頁
(18)
『
上
野
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
八
三
六
頁
括
弧
内
引
用
者
(19)
例
え
ば
、
日
蓮
は
妙
心
尼
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
そ
の
夫
が
長
ら
く
病
床
に
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、
た
だ
い
ま
に
霊
山
に
ま
い
ら
せ
給
ヒ
な
ば
、
日
い
で
て
十
方
を
み
る
が
ご
と
く
う
れ
し
く
、
と
く
し
に
（
死
）
ぬ
る
も
の
か
な
と
、
う
ち
ょ
ろ
こ
び
給
ヒ
候
は
ん
ず
ら
ん
。
（
『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
―
1
0四
頁
）
と
述
べ
、
夫
の
霊
山
往
詣
を
保
証
し
て
い
る
。
(20)
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
八
九
頁
